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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・巴　勇樹様～10：00GH「青風荘」へ退院となっている。

・森田　清助様～14：00退院前訪問指導実施。

＜要注目患者様＞	
・赤石　陽介様～バイタルサインの異常や気分変動なく静穏に過ごしている。

・畑中　勉様～他者交流は見られないが、気分変動や問題行動なく過ごしている。

・石戸谷　愛子様～14：00療養環境変更目的にて、西病棟より転入となる。不調や気分変動なく過ごしている。

＜柞木田Dr.診察情報＞
[bookmark: _GoBack]・和田　シュン様～食事で硬いものを食べると排便時出血する事あり。
定期・臨時処方の変更なし。

・淵沢　和子様～状態著変なし。定期処方変更なし。

・上村　みわ様～就床前薬のオランザピンを無くして欲しいとの希望聞かれ、睡眠薬との誤認あり。主治医より維持量であり、治療に必要な薬である事等再三説明するも理解は得られず、同内容の訴え頻回。
定期処方変更なし。

・出河　攻様～下肢浮腫の訴えきかれ、2/28採血指示あり。
12月の採血で血糖も高めであった事指摘。血糖や腎機能のデータによっては、食事等制限かかる可能性も説明している。

・中居　敬悦様～咳嗽（特に夜間）続いている。臨時薬メジコン（15）3T毎食後7日分処方。メジコン効果なければ吸入薬使用も検討していく。

・船場　幸子様～状態著変なし。下痢時は適宜センノシド除剤継続を。
指示・処方の変更なし。

＜村上Dr.診察情報＞
・工藤　和夫様～状態著変ないが、軟便持続している。臨時薬ミヤBM3包毎食後2日分処方となる。その他変更なし。

・高橋　康満様～指示・処方の変更なし。

・中野渡　鉄男様～指示・処方の変更なし。

・田端　和行様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・工藤　和夫様～特変なし、同前処置。皮膚乾燥、掻痕あり。フェキソフェナジン飲み切り中止。
Rp）デルモゾール軟膏3本

・高橋　康満様～右前腕に発赤、表皮剥離・痂皮あり。デルモゾール軟膏+包帯。
他同前処置。
Rp）タベジール2T　2×1/7日分、デルモゾール軟膏3本

・船田　泰子様～右第5趾発赤あ、テラマイシン軟膏+ガーゼ。爪を剪る。
Rp）シロスタゾール（50）2T　2×1/7日分

・畑中　成夫様～漸次軽快、同前処置。

・島守　淳様～爪を剪る。同前処置。
Rp）テルビナフィンクリーム1本、テルビナフィン外用液1本

・赤石　陽介様～腰臀部、両下腿漸次軽快、同前処置。
陰嚢に1×1.5㎝の掻痕（表皮剥離）→テラマイシン軟膏、その他エキザルベ
両アキレス腱部の表皮剥離治癒。

・山谷　由香様～左手背に皮膚肥厚小局面+表皮剥離→テラマイシン軟膏
両大腿皮膚乾燥、紅色小丘疹散在→デルモゾール軟膏
その他同前処置。
Rp）テラマイシン軟膏1本、デルモゾール軟膏1本

・松川　順子様～漸次軽快、同前処置。
Rp）ヘパリン類似物質クリーム1本

